
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
四
七
）

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿

（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て

川　
　

又　
　
　
　
　

祐

1　

は
じ
め
に

2　

ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
購
入
の
経
緯

3　

ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿

　

⑴　

各
種
ミ
ル
自
筆
草
稿
と
そ
の
所
蔵
先

　

⑵　
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
書
誌

　

⑶　
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
Ａ
か
ら
Ｋ
ま
で
の
十
一
帖

　

⑷　
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ー
ク
（
透
か
し
模
様
）

　

⑸　
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
と
『
代
議
政
治
論
』（
初
版
）
の
章
題
お
よ
び
冒
頭
文
対
照

4　

お
わ
り
に

論　

説

一
六
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
四
八
）

1　

は
じ
め
に

日
本
大
学
法
学
部
は
、
一
八
八
九
年
に
日
本
法
律
学
校
と
し
て
産
声
を
あ
げ
た
。
爾
来
、
発
展
を
遂
げ
て
、
二
〇
一
四
年
に
創
設
百

二
十
五
周
年
を
迎
え
た
。
学
部
で
は
、
記
念
事
業
と
し
て
、
法
学
部
新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
制
定
、
特
別
展
示
会
（
学
祖
展
・
貴
重
書
展
示
会
）、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
学
内
学
会
・
研
究
所
合
同
研
究
会
、
公
開
講
座
の
諸
行
事
が
催
さ
れ
た
。
筆
者
は
、
幸
運
に
も
記
念
事
業
の
い

く
つ
か
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
中
で
も
特
別
展
示
会
（
学
祖
展
・
貴
重
書
展
示
会
）
は
刺
激
あ
ふ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

特
別
展
示
会
（
学
祖
展
・
貴
重
書
展
示
会
）
は
、
二
〇
一
四
年
十
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
日
ま
で
の
期
間
、
法
学
部
図
書
館
一
階
ブ
ラ
ウ

ジ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
こ
の
展
示
会
の
準
備
は
、
二
〇
一
三
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
図
書
館
長
藤
原
孝
教
授
か
ら
、

こ
の
展
示
会
で
展
示
す
る
資
料
の
選
定
と
、
そ
れ
を
紹
介
す
る
『
日
本
大
学
法
学
部
創
設
百
二
十
五
周
年
記
念
特
別
展
示
会
図
録
』（
日

本
大
学
法
学
部
図
書
館
、
二
〇
一
四
年

（
1
）

）
の
編
集
が
、
筆
者
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
図
書
館
が
公
開
し
て
こ

な
か
っ
た
貴
重
書
や
、
学
生
に
な
じ
み
の
あ
る
学
者
の
著
書
を
中
心
に
選
書
す
る
こ
と
を
法
学
部
図
書
委
員
会
に
諮
り
、
そ
れ
が
了
承
さ

れ
た
。
そ
し
て
後
者
に
関
し
て
は
と
り
わ
け
、「
政
治
・
経
済
」
や
「
世
界
史
」
の
教
科
書
に
登
場
す
る
学
者
の
著
作
が
選
書
の
対
象
と

さ
れ
た
。

図
書
館
は
、
学
生
へ
の
学
習
環
境
の
提
供
と
研
究
者
へ
の
研
究
環
境
の
提
供
と
い
う
二
つ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
、
と
筆
者
は
個
人
的

に
考
え
て
い
る
。
図
書
館
は
、
ウ
ェ
ブ
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
学
生
が
必
要
な
本
を
手
に
取
り
、
い
つ
で
も
学
習
が
で

き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
図
書
館
は
、
研
究
者
が
個
人
と
し
て
は
入
手
し
え
な
い
よ
う
な
資
料
も
収
集
・
所
蔵
し
て
、

研
究
材
料
を
提
供
し
、
そ
の
研
究
環
境
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
私
見
で
あ
る
。
図
書
館
は
、
そ
れ
自
体
の
方
針
に

一
六
六



Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
四
九
）

従
っ
て
、
資
料
収
集
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
わ
が
法
学
部
図
書
館
は
、
法
律
、
政
治
、
経
済
の
分
野
を
中
心
に
貴
重
な
資

料
を
収
集
し
て
き
た
点
で
、
き
わ
め
て
個
性
的
で
あ
る
。

法
学
部
図
書
館
が
こ
れ
ま
で
収
集
し
て
き
た
貴
重
書
に
は
、
イ
ン
ク
ナ
ブ
ラ
、
十
六
〜
十
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
制
史
関
連
文
献
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
、
同
デ
ィ
セ
ル
タ
チ
オ
（D

issertatio

）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
ジ
ョ
ン･

ロ
ー
（John L

aw

）
の
自
筆
草
稿
を
含
む
ジ
ョ
ン
・

ロ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
旧
蔵
書
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
や
Ｄ
・
ヒ
ュ
ー
ム

を
は
じ
め
と
す
る
著
名
学
者
の
自
筆
書
簡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
2
）

、
ホ
ッ
ブ
ズ
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
初
版
三
種
（
川
又
、
二
〇
一
四
年
）、
サ
ン-

シ
モ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
世
界
的
に
見
て
も
、
重
要
か
つ
歴
史
的
な
所
蔵
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
学
部
図

書
館
の
所
蔵
資
料
と
し
て
は
、
い
ず
れ
も
破
格
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
う
し
た
所
蔵
資
料
の
一
端
を
、
日
本
大
学
学
祖
山
田
顕
義
関

連
資
料
と
一
緒
に
紹
介
す
る
と
い
う
の
が
、
今
回
の
展
示
会
の
目
的
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
ミ
ル
の
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
は
、

当
然
に
選
書
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

2　

ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
購
入
の
経
緯

ミ
ル
の
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
は
、
一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年
、
ジ
ェ
レ
ミ
ー･

ノ
ー
マ
ン
社
（Jerem

y N
orm

an &
 C

o., Inc. 

S
an F

rancisco

）
か
ら
売
り
に
出
さ
れ
た
。
ノ
ー
マ
ン
社
は
、
販
売
に
当
た
っ
て
カ
タ
ロ
グT

w
elve M

an
u

scripts

（N
orm

an, 1980

）

を
作
成
し
て
、
ミ
ル
の
自
筆
草
稿
を
そ
の
カ
タ
ロ
グ
の
十
一
番
目
に
記
載
し
た
。

こ
の
自
筆
草
稿
に
は
、『
ミ
ル
全
集
』（C

ollected
 W

orks of J. S
. M

ill

）
の
総
合
編
集
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ジ
ョ
ン
・
Ｍ
・
ロ
ブ
ソ
ン

（John M
. R

obson （
3
）

）
に
よ
る
二
組
の
文
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
文
面
で
あ
っ
た
。

一
六
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
五
〇
）

「
一
九
七
九
年
十
二
月
四
日

ジ
ョ
ン･

ス
テ
ュ
ア
ー
ト･

ミ
ル
（John S

tuart M
ill. 1806-73

）
は
、
そ
の
著
作
の
雄
大
さ
お
よ
び
深
遠
さ
か
ら
、
十
九
世
紀
イ

ギ
リ
ス
の
抜
き
ん
出
た
哲
学
者
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
政
治
理
論
に
関
す
る
彼
の
著
作
に
は
、
固
有
の
重
要
性
が
あ
る
。
そ
の

う
ち
最
も
意
義
深
い
も
の
は
、
彼
の
『
代
議
政
治
論
』
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
八
六
〇
年
に
執
筆
さ
れ
、
一
八
六
一
年
に
公
刊
さ
れ
、

そ
し
て
続
く
四
年
間
に
三
つ
の
図
書
館
版
（L

ibrary edition

）
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
作
は
、
公
然
の
民
主
主
義
者
に
よ
る
作

品
で
あ
る
。
彼
は
、
北
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
帝
国
に
お
け
る
民
衆
運
動
を
入
念
に
考
察
し
た
。
ま
た
彼
は
、
若
い
時

か
ら
、
一
八
六
五
年
に
急
進
的
な
自
由
党
員
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
選
出
さ
れ
る
ま
で
、
絶
え
間
な
く
イ
ギ
リ
ス
改
革
運
動
に
従

事
し
た
。
ま
た
一
方
、『
代
議
政
治
論
』
は
、（
彼
の
『
論
理
学
体
系
』S

ystem
 of L

ogic

や
『
経
済
学
原
理
』P

rin
ciples of P

olitical 

E
con

om
y

の
よ
う
な
）
ミ
ル
の
完
成
度
を
湛
え
た
他
の
全
著
作
と
同
様
、
中
心
的
な
論
点
を
入
念
に
考
察
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
本
書
の
場
合
で
は
、
そ
の
考
察
に
よ
っ
て
、
政
治
民
主
主
義
の
潜
在
的
危
険
性
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

〔
と
い
う
の
も
〕
ミ
ル
は
、
民
主
主
義
制
度
の
増
大
を
実
際
に
必
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
無
条
件
に
素
晴
ら
し
い
も
の
と
は
見
て

い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
彼
が
焦
点
を
合
わ
せ
取
り
組
ん
だ
の
が
、
賢
明
で
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
、
幅
広
い
参
加

の
必
要
性
と
を
結
合
さ
せ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
最
近
大
き
な
関
心
を
引
き
つ
け
て
き
た
論
点
で
あ
る
。

本
書
は
、
目
覚
ま
し
い
成
功
を
収
め
、
実
践
的
な
政
治
家
や
他
の
理
論
家
た
ち
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
今
日
ま
で
、
民
主

主
義
理
論
の
主
要
な
論
点
が
大
い
に
読
み
や
す
い
概
説
本
と
し
て
、
出
版
が
続
い
て
き
た
。

一
六
八



Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
五
一
）

ミ
ル
の
重
要
性
や
、
多
く
の
彼
の
著
作
、
そ
し
て
人
気
を
考
え
る
と
、
草
稿
が
と
て
も
わ
ず
か
し
か
生
き
残
っ
て
こ
な
か
っ
た
と

い
う
の
は
驚
き
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
現
在
ま
で
、『
代
議
政
治
論
』
草
稿
は
世
間
に
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
私
の
判

断
で
は
、
ジ
ェ
レ
ミ
ー･

ノ
ー
マ
ン
に
所
有
さ
れ
て
い
る
草
稿
を
、
簡
単
な
目
視
と
は
い
え
注
意
深
く
検
討
し
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、

本
草
稿
は
、
本
書
の
第
一
稿
（fi rst draft

）
で
あ
る
（
ミ
ル
は
、
自
分
の
『
自
伝
』
で
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
ま
た
他
の
草
稿
か
ら
も
確
認

で
き
る
よ
う
に
、
重
要
著
作
の
場
合
、
二
つ
の
完
全
原
稿
（com
plete draft

）
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
二
つ
の
こ
れ
ら
完
全
原
稿
の
う
ち
の
第
一

稿
に
は
、『
論
理
学
』
と
『
自
伝
』
の
そ
れ
が
知
ら
れ
て
い
る
）。
こ
の
草
稿
は
、
ず
っ
と
ミ
ル
が
手
元
に
持
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
当
時
の
彼
の
筆
跡
や
彼
の
慣
例
か
ら
な
る
両
方
の
特
徴
が
示
さ
れ
て
い
る
。
後
者
に
関
し
て
は
次
の
一
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
本
文
は
、
表
ペ
ー
ジ
（recto

）
に
見
え
て
い
る
。
裏
ペ
ー
ジ
（verso

）
は
大
き
な
追
加
や
脚
注
の
た
め
に
空
け
て
あ
る
。
そ

れ
ら
〔
追
加
・
脚
注
〕
の
い
く
つ
か
は
、
裏
ペ
ー
ジ
に
見
つ
か
る
（
言
及
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
、
本
書
の
脚
注
は
と
て
も

数
が
少
な
い
。
だ
か
ら
裏
ペ
ー
ジ
は
ほ
と
ん
ど
空
白
に
な
っ
て
い
る
）。
用
紙
は
、「
丁
合
」（gatherings

）
を
取
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

（
お
そ
ら
く
は
後
日
、
綴
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
）。
用
紙
そ
れ
ぞ
れ
は
、
右
上
角
に
〔
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
〕
大
文
字
の
記
号
が
付
け
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
ミ
ル
の
筆
跡
に
よ
る
活
字
体
で
あ
る
（
こ
こ
で
は
Ａ
か
ら
Ｋ
ま
で
）。
本
文
は
、
大
幅
に
あ
ま
ね
く
修
正
さ
れ
て

い
て
、
後
の
簡
単
な
改
訂
が
い
く
つ
か
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
行
間
へ
の
書
込
み
、
書
き
足
し
、
そ
し
て
注
記
の
表
示
は
、
ミ
ル
の
い

つ
も
の
や
り
方
で
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
興
味
が
あ
る
の
は
、
ミ
ル
鉛
筆
書
き
の
言
及
（
そ
の
多
く
は
裏
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
お
そ
ら
く
は
彼
が
原
稿
を
再
読
し
た
と
き
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
ま
た
そ
れ
は
、
実
際
の
改
訂
で
は
な
く
、
将
来
の
改
訂
の
た
め

の
忘
備
録

0

0

0

（aides m
em

oires

）
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
い
く
つ
か
は
、
初
版
本
文
に
引
き
継
が
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
り
、
そ
し
て
、
少
な
く
と
も
本
草
稿
の
終
わ
り
の
方
の
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
鉛
筆
書
き
は
、
そ
う
で
あ
る
。

一
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
五
二
）

私
の
調
査
に
よ
っ
て
指
し
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ミ
ル
が
、
本
書
を
書
き
直
す
際
、
大
量
の
改
訂
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
は
ま
た
、
本
文
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
興
味
深
い
や
り
方
で
変
更
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
章
番
号
は
つ
い
て
い
な
い

も
の
の
）
章
題
が
草
稿
に
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
大
半
は
、
印
刷
本
文
の
表
現
に
相
当
忠
実
か
あ
る
い
は
一
致
し
て
い
る
。
け
れ

ど
も
数
章
は
、
本
書
の
中
盤
か
ら
配
列
が
直
さ
れ
て
い
る
。
ミ
ル
が
創
作
す
る
習
慣
で
は
、「
序
言
」（P

reface

）
を
置
く
こ
と
も
重

要
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
最
終
章
本
文
の
後
の
草
稿
に
登
場
し
て
い
る
。

私
の
印
象
で
は
、
本
文
を
初
版
お
よ
び
後
の
版
の
そ
れ
と
丹
念
に
校
合
（collation

）
す
れ
ば
、
結
論
を
裏
付
け
て
い
る
項
目
や

論
拠
に
関
し
て
、
ミ
ル
の
民
主
主
義
理
論
形
成
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ミ
ル
の
著
述
家
お
よ
び
理
論
家
と

し
て
の
精
神
活
動
を
完
全
に
評
価
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
比
較
（com

parison

）
の
重
要
性
が
よ
り
明
白
に
な
っ
て
く
る
の

で
あ
る
。
私
が
『
ミ
ル
全
集
』
第
十
九
巻
に
本
文
（
そ
の
最
初
の
学
術
的
照
合
版
）
を
編
集
し
た
際
、
こ
の
草
稿
が
利
用
で
き
て
い
れ

ば
、
本
文
お
よ
び
注
釈
は
、
著
し
く
異
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
将
来
、
編
者
に
草
稿
が
利
用
可
能
と
な
れ
ば
、
両
者
の
改
訂
は
必

定
で
あ
ろ
う
。

ジ
ョ
ン
・
Ｍ
・
ロ
ブ
ソ
ン
」

「
こ
の
覚
書
（note

）
は
、
一
九
七
九
年
十
二
月
四
日
、
ジ
ェ
レ
ミ
ー･

ノ
ー
マ
ン
（Jerem

y N
orm

an

）
に
見
せ
ら
れ
た
Ｊ
・
Ｓ
・

ミ
ル
の
『
代
議
政
治
論
』
草
稿
の
〔
内
容
の
〕
一
部
あ
る
い
は
全
部
を
、
ジ
ェ
レ
ミ
ー･

ノ
ー
マ
ン
か
ら
草
稿
を
獲
得
す
る
で
あ
ろ

う
個
人
あ
る
い
は
機
関
の
明
白
な
同
意
な
し
に
は
、
公
表
し
な
い
と
い
う
私
の
誓
約
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
誓
約
は
、『
ミ
ル

一
七
〇



Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
五
三
）

全
集
』
を
編
纂
し
て
い
る
私
の
仲
間
た
ち
を
含
む
も
の
と
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ジ
ョ
ン
・
Ｍ
・
ロ
ブ
ソ
ン
」

こ
れ
ら
の
文
書
は
、
ノ
ー
マ
ン
が
、
一
九
七
九
年
十
二
月
、
販
売
に
先
駆
け
て
ロ
ブ
ソ
ン
に
ミ
ル
の
草
稿
を
見
せ
て
、
そ
れ
が
ミ
ル
直

筆
で
あ
る
と
の
調
査
結
果
を
得
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。
そ
し
て
ノ
ー
マ
ン
は
、
ロ
ブ
ソ
ン
の
こ
の
謂
わ
ば
「
鑑
定
書
」

と
、「
覚
書
」
と
を
添
付
し
て
購
入
者
を
募
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
紀
伊
國
屋
が
そ
の
販
売
を
仲
介
し
た
。
一
年
後
、
そ
の
仲
介

に
応
じ
た
の
が
本
学
図
書
館
で
あ
る
。
図
書
館
に
残
さ
れ
て
い
る
資
料
を
見
る
と
、
当
時
の
購
入
推
薦
者
は
、
鵜
澤
義
行
、
中
山
政
夫
、

北
岡
勲
、
杉
山
逸
男
の
四
教
授
で
、
図
書
館
長
は
大
淵
利
男
教
授
で
あ
っ
た
。
四
氏
は
、
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
一
月
十
二
日
に
推

薦
書
を
図
書
委
員
会
に
提
出
し
た
。
そ
し
て
一
月
十
九
日
に
図
書
館
は
購
入
を
決
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
英
断
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ミ
ル
の
自
筆
草
稿
は
こ
う
し
て
、
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
ミ
ル
自
筆
草
稿
の
存
在
は
、
法
学
部
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
各
種
の
広
報
誌
・
紙
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ロ
ブ
ソ
ン
が
期
待
し
た
よ
う
な
、
本
格
的
な
校

合
・
調
査
は
、
残
念
な
が
ら
今
日
ま
で
行
わ
れ
て
い
な
い
。

3　

ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿

⑴　

各
種
ミ
ル
自
筆
草
稿
と
そ
の
所
蔵
先

ミ
ル
の
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
を
検
討
す
る
前
に
、〔
完
全
〕
原
稿
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
ミ
ル
の
自
筆
草
稿
に
つ
い
て
、『
ミ
ル

全
集
』
を
基
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
点
数
が
存
在
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

一
七
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
五
四
）

ノ
ー
マ
ン
が
カ
タ
ロ
グ
で
記
述
し
て
い
る
後
半
二
つ
の
行
方

不
明
を
含
め
て
も
、
現
存
す
る
点
数
が
圧
倒
的
に
少
な
い
こ
と

が
わ
か
る
（
七
点
と
不
明
二
点
）。
今
回
こ
こ
に
本
草
稿
が
加
わ

る
こ
と
に
な
る
。
本
草
稿
の
重
要
性
・
稀
少
性
は
、
こ
の
表
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

⑵　
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
書
誌

さ
て
、
売
り
出
さ
れ
た
時
の
ノ
ー
マ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
、

11 C
om

plete A
utograph M

anuscript for one of 

“T
he G

reat B
ooks of the W

estern W
orld ”

M
ill, John S

tuart 

（1806-73

）. U
ntitled autograph 

m
anuscript draft of C

o
n

sid
era

ttio
n

 o
n

 

represen
tative govern

m
en

t. 224 leaves, m
ostly 

w
ritten on rectos w

ith occasional notes on versos, 

w
ith extensive current revision &

 later light 

revision. 23.5 x 18.5 cm
. G

athered in 11 quires, 

表 1　各種ミル自筆草稿とその所蔵先

書名 所蔵先

『論理学体系』
A System of Logic （1843）

The Morgan Library & Museum （CW. 
VIII. Appendix A）. 'Early draft.'（4）

British Museum （CW. VIII. Appendix J）. 
'Press-copy.'

『経済学原理』
Principles of Political Economy 

（1848）

Pierpont Morgan Library （CW .  III. 
Appendix F）. 'Press-copy.'（5）

『自伝』
Autobiography （1873）

University of Illinois （CW. I. xix.）. 'Early 
draft.'

Columbia University （CW .  I .  xix.）. 
'Columbia MS.'

John Rylands Library （CW .  I . xx.）. 
'Rylands transcript.'

Yale University （CW .  I. xx.）. 'Yale 
fragment.'

『宗教をめぐる三つのエッセイ』
Three Essays on Religion （1874）

1922年以降、所在不明 （Norman, 48.）。
'Autograph and scribal copies.'

『社会主義論集』
Chapters on Socialism （1879）

1922年以降、所在不明 （Norman, 48.）。
'Manuscript.'
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Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
五
五
）

m
arked A

 ‒ K
 by M

ill, each separately sew
n, probably at a later date, uncut. In fi ne condition, in a full m

orocco 

box, gilt label. C
om

posed in part if not entirely at A
vignon, in 1860 

（N
orm

an, pp.48-50

）.

す
な
わ
ち

「
十
一　
『
西
洋
世
界
の
重
要
文
献
』
の
一
つ
〔
に
選
ば
れ
た
〕
自
筆
完
全
草
稿

ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
（
一
八
〇
六
│
七
三
）。
表
題
な
し
の
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
。
二
二
四
葉
（sic

）、〔
本
文

は
〕
ほ
と
ん
ど
表
ペ
ー
ジ
（recto
）
に
書
か
れ
て
お
り
、
時
に
裏
ペ
ー
ジ
（verso

）
に
注
記
が
あ
る
。
広
範
な
走
り
書
き
の
改
訂
と

後
か
ら
の
〔
文
字
が
〕
は
っ
き
り
し
な
い
改
訂
つ
き
。23.5

×18.5 cm

。
十
一
帖
に
ま
と
め
ら
れ
、
ミ
ル
に
よ
っ
て
Ａ
か
ら
Ｋ
の
記

号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
比
較
的
後
の
年
代
に
個
別
に
綴
じ
ら
れ
た
も
の
。
未
裁
断
（uncut

）。
状
態
よ
し
、
モ
ロ
ッ

コ
革
製
の
箱
入
り
、
金
箔
の
貼
り
札
。
全
部
で
は
な
い
に
し
て
も
、
あ
る
程
度
は
、
一
八
六
〇
年
、
ア
ヴ
ィ
ニ
オ
ン
に
て
作
成
。」

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
法
学
部
図
書
館
の
書
誌
情
報
は
、
ノ
ー
マ
ン
の
記
述
を
正
し
て
、
現
在
で
は
表
2
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
自
筆

草
稿
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
モ
ロ
ッ
コ
革
製
の
箱
は
、
ミ
ル
自
身
が
所
有
し
て
い
た
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
彼
以
後
の
所
有
者
が

作
成
し
た
も
の
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
ミ
ル
の
自
筆
草
稿
を
所
蔵
し
て
い
る
表
1
の
各
機
関
に
同
様
の
箱
が
存
在
す
る
の
か
、
照
会
す

れ
ば
何
か
わ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
七
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
五
六
）

⑶　
『
代
議
政
治
論
』自
筆
草
稿
Ａ
か
ら
Ｋ
ま
で
の
十
一
帖

ミ
ル
の
Ａ
帖
と
Ｂ
帖
は
、
十
二
枚
が
二
つ
折
り
（
谷
折
り
）
に
さ

れ
、
三
か
所
で
糸
綴
じ
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
帖
か
ら
Ｋ
帖
ま
で
は
、
十

枚
が
二
つ
折
り
（
谷
折
り
）
に
さ
れ
、
五
か
所
で
糸
綴
じ
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
Ａ
帖
と
Ｂ
帖
は
各
二
四
葉
、
Ｃ
帖
か
ら
Ｋ
帖
ま
で

は
各
二
十
葉
と
な
り
、
全
部
で
二
二
八
葉
と
な
る

（
6
）

。
こ
れ
ら
十
一
帖

に
つ
い
て
各
葉
の
表
ペ
ー
ジ
（
右
ペ
ー
ジ
）、
裏
ペ
ー
ジ
（
左
ペ
ー
ジ
）

の
状
態
を
調
べ
て
み
よ
う
。
次
の
表
3
は
、
紙
葉
ご
と
に
本
文
や
書

込
み
の
状
況
を
表
し
て
い
る
。
表
中
の
「
本
文
」
は
、
表
ペ
ー
ジ
に

本
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、「
白
紙
」
は
文
字
の
記
載
が
な

い
状
態
を
、「
○
」
は
、
注
記
な
ど
の
書
込
み
が
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
Ａ
か
ら
Ｋ
の
大
文
字
は
、
ミ
ル
が
記
載
し
た
活
字
で
あ
る
。

こ
の
表
か
ら
、
ロ
ブ
ソ
ン
が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ミ
ル
に
よ
る
こ

の
自
筆
草
稿
へ
の
書
込
み
は
少
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

表 2　日本大学法学部図書館OPAC書誌情報

＜図書＞
［Considerations on representative government］［manuscript］ / ［John Stuart Mill］
（John Stuart Mill collection ;4）

データ種別 図書

出版者 ［s.l.］ : ［s.n.］

出版年 ［1860］

本文言語 英語

大きさ 228 leaves in 11 quires （A to K） ; 24 cm

別書名 異なりアクセスタイトル : Manuscript : Considerations on representative 
government

一般注記 Untitled autograph manuscript
A-B quire: 24 each leaves, C-J quire: 20 each leaves, K quire: 20 
leaves （7 leaves blank）

著者標目 Mill, John Stuart, 1806-1873

書誌 ID 1000228088

資料種別 文字資料（書写資料）

一
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四



Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
五
七
）

表 3　ミル自筆草稿十一帖の本文・書込み状況

A 24葉 表 裏 B 24葉 表 裏 C 20葉 表 裏

1 ○ A 白紙 1 本文 B 白紙 1 本文 C 白紙

2 本文 白紙 2 本文 白紙 2 本文 白紙

3 本文 白紙 3 本文 白紙 3 本文 白紙

4 本文 ○ 4 本文 白紙 4 本文 白紙

5 本文 白紙 5 本文 白紙 5 本文 白紙

6 本文 白紙 6 本文 白紙 6 本文 白紙

7 本文 白紙 7 本文 ○ 白紙 7 本文 白紙

8 本文 白紙 8 本文 白紙 8 本文 白紙

9 本文 白紙 9 本文 白紙 9 本文 白紙

10 本文 白紙 10 本文 白紙 10 本文 ○

11 本文 白紙 11 本文 ○ 11 本文 白紙

12 本文 白紙 12 本文 ○ 12 本文 ○

13 本文 ○ 白紙 13 本文 白紙 13 本文 ○

14 本文 白紙 14 本文 白紙 14 本文 白紙

15 本文 白紙 15 本文 白紙 15 本文 白紙

16 本文 白紙 16 本文 白紙 16 本文 白紙

17 本文 白紙 17 本文 白紙 17 本文 白紙

18 本文 白紙 18 本文 ○ 18 本文 白紙

19 本文 ○ 19 本文 白紙 19 本文 白紙

20 本文 白紙 20 本文 白紙 20 本文 白紙

21 本文 白紙 21 本文 白紙

22 本文 白紙 22 本文 白紙

23 本文 白紙 23 本文 ○

24 本文 白紙 24 本文 白紙

一
七
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
五
八
）

D 20葉 表 裏 E 20葉 表 裏 F 20葉 表 裏

1 本文 D 白紙 1 本文 E 白紙 1 本文 F 白紙

2 本文 白紙 2 本文 白紙 2 本文 白紙

3 本文 ○ 3 本文 白紙 3 本文 白紙

4 本文 白紙 4 本文 白紙 4 本文 白紙

5 本文 白紙 5 本文 白紙 5 本文 ○

6 本文 白紙 6 本文 白紙 6 本文 白紙

7 本文 白紙 7 本文 白紙 7 本文 白紙

8 本文 白紙 8 本文 白紙 8 本文 白紙

9 本文 白紙 9 本文 白紙 9 本文 白紙

10 本文 白紙 10 本文 白紙 10 本文 白紙

11 本文 白紙 11 本文 白紙 11 本文 ○

12 本文 ○○ 12 本文 白紙 12 本文 白紙

13 本文 白紙 13 本文 白紙 13 本文 白紙

14 本文 白紙 14 本文 白紙 14 本文 白紙

15 本文 ○ 15 本文 白紙 15 本文 白紙

16 本文 白紙 16 本文 白紙 16 本文 白紙

17 本文 白紙 17 本文 ○ 17 本文 白紙

18 本文 白紙 18 本文 白紙 18 本文 白紙

19 本文 白紙 19 本文 白紙 19 本文 白紙

20 本文 白紙 20 本文 白紙 20 本文 白紙

G 20葉 表 裏 H 20葉 表 裏 I 20葉 表 裏

1 本文 G 白紙 1 本文 H 白紙 1 本文 I 白紙

2以下 本文 白紙 2以下 本文 白紙 2以下 本文 白紙

J 20葉 表 裏 K 20葉 表 裏

1 本文 J 白紙 1 本文 K 白紙

2以下 本文 白紙 2 ～ 12 本文 白紙

13 白紙 白紙

14 本文 白紙

15～20 白紙 白紙

一
七
六



Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
五
九
）

⑷　
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ー
ク
（
透
か
し
模
様
）

日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
ミ
ル
の
自
筆
書
簡
類
は
三
十
点
ほ
ど
で
あ
る

（
7
）

。
使
用
さ
れ
て
い
る
そ
の
便
箋
に
は
、
も
ち

ろ
ん
す
べ
て
で
は
な
い
が
、W

 W
E
A
T
H
E
R
L
E
Y / 1822

、J W
H
A
T
M

A
N / 1840

、J
O
Y
N
S
O
N / 1863

、J
O
Y
N
S
O
N / 1865

、J
O
Y
N
S
O
N / 

1866

、J
O
Y
N
S
O
N / 1868

、J
O
Y
N
S
O
N / 1870

、
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ー
ク
が
入
っ
て
い
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
（「/

」
は
、
改
行
を
表
し

て
い
る
）。『
ミ
ル
全
集
』
第
一
巻
「
序
論
（Introduction

）」
に
よ
れ
ば
、
イ
リ
ノ
イ
大
学
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
が
所
蔵
す
る
『
自
伝
』
草

稿
に
は
、'B

ritania'
、'S

T
A
C
E
Y W

IS
E 1849'

、'C
 A

N
S
E
L
L 1851'

、'C
 A

N
S
E
L
L 1852'

、'fl eur-de-lis'

、'W
E
A
T
H
E
R
L
E
Y 1856'

が

入
っ
て
い
る
と
い
う
（C

W
. I. Introduction. xix.

山
下
、
二
〇
│
二
一
頁
）。
こ
れ
に
対
し
て
、『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
の
紙
葉
に
は
、

こ
れ
ら
に
該
当
す
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ー
ク
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
便
箋
と
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
に
用
い
ら
れ
て
い
る
紙
葉
は
、

そ
の
触
感
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
に
別
の
紙
で
あ
る
。
将
来
的
に
は
、『
自
伝
』
草
稿
の
紙
葉
と
『
代
議
政
治
論
』
自
筆

草
稿
の
そ
れ
と
の
比
較
も
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

⑸　
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
と
『
代
議
政
治
論
』（
初
版
）
の
章
題
お
よ
び
冒
頭
文
対
照

自
筆
草
稿
に
は
、
章
番
号
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
章
題
に
は
下
線
が
つ
け
ら
れ
て
い
て
、
本
文
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
便
宜
的

0

0

0

に
、
自
筆
草
稿
の
章
題
に
①
か
ら
⑰
ま
で
の
番
号
を
つ
け
て
、『
代
議
政
治
論
』
初
版
（
一
八
七
一
年
）
の
章
構
成
（
序
と
全

十
八
章
）
と
対
照
さ
せ
て
み
る
。
ま
た
、
章
題
（
初
版
で
は
す
べ
て
大
文
字
）、
そ
し
て
各
章
冒
頭
の
文
章
の
異
同
に
つ
い
て
も
両
者
を
比
較

す
る
。
そ
の
結
果
一
致
し
て
い
る
場
合
は
、「
＝
」
を
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
場
合
に
は
「≒

」
の
記
号
を
記
入
し
て
あ
る
。
翻
刻
で
き

な
か
っ
た
箇
所
や
翻
刻
が
不
確
定
な
箇
所
は
、﹇???

﹈
や
﹇... ?

﹈
で
示
し
て
い
る
。

一
七
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
六
〇
）

表
4
　
ミ
ル
自
筆
草
稿
と
『
代
議
政
治
論
』
の
章
題
お
よ
び
冒
頭
文
対
照
表

帖
・

紙
葉

自
筆

草
稿

章
題

・
冒

頭
文

原
典

章
題

・
冒

頭
文

A
 2-13

〔
①

〕
T
o w

hat extent form
s of governm

ent are a m
atter 

of choice
＝

1
章

　
T

O
 
W

H
A

T
 
E

X
T

E
N

T
 
F

O
R

M
S

 
O

F
 

G
O
V
E
R
N
M

E
N
T
 A

R
E
 A

 M
A
T
T
E
R
 O

F
 C

H
O
IC

E
.

　
　

T
he discussion of form

s of governm
ent m

ay be 

undertaken in tw
o different m

odes, et under tw
o 

diff erent conceptions of w
hat they are.

A
L
L
 speculations concerning form

s of governm
ent bear 

the im
press, m

ore or less exclusive, of tw
o confl icting 

theories respecting political institutions; ...

A
 14-24

～

B
 1-8

〔
②

〕
T
he C

riterion of good F
orm

 of G
overnm

ent
＝

2章
　

T
H
E
 C

R
IT

E
R
IO

N
 O

F
 A

 G
O
O
D
 F

O
R
M

 O
F
 

G
O
V
E
R
N
M

E
N
T
.

　
　

T
he form

 of governm
ent for any given country 

being then subject to certain definite conditions, or 

m
atter of choice, it is now

 to be considered by w
hat the 

choice should be directed; ...

T
H
E
 form

 of governm
ent for any given country being 

（
w
ithin certain defi nite conditions） am

enable to choice, 

it is now
 to be considered by w

hat test the choice 

should be directed; ...

B
 9-22

〔
③

〕
T
hat the ideally best form

 of governm
ent is 

representative governm
ent

＝

3章
　

T
H

A
T

 T
H

E
 ID

E
A

L
L

Y
 B

E
S
T

 F
O

R
M

 O
F
 

G
O

V
E

R
N

M
E

N
T

 IS
 R

E
P

R
E

S
E

N
T

A
T

IV
E
  

G
O
V
E
R
N
M

E
N
T
.

　
　

It has been long, perhaps throughout the entire 

duration of B
ritish freedom

, a com
m
on form

 of speech, 

that if it w
ere possible to ensure a good despot, 

despotic m
onarchy w

ould be the best form
 of 

governm
ent.

IT
　

 has　
long （

perhaps throughout the entire duration 

of B
ritish freedom

） been a com
m
on saying, that if a 

good despot could be ensured, despotic m
onarchy w

ould 

be the best form
 of governm

ent.

一
七
八



Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
六
一
）

B
 23-24

～

C
 1-9

〔
④

〕
T
o w

hat society representative governm
ent is 

inapplicable
≒

4章
　

U
N

D
E

R
 W

H
A

T
 S

O
C

IA
L

 C
O

N
D

IT
IO

N
S
 

R
E

P
R

E
S

E
N

T
A

T
IV

E
 G

O
V

E
R

N
M

E
N

T
 IS

 

IN
A
P
P
L
IC

A
B
L
E
.

　
　

R
epresentative governm

ent is, w
e have concluded, 

the ideal type of the best governm
ent, for w

hich, in 

consequence, any portion of m
ankind becam

e m
ore fi t in 

proportion to their degree of general im
provem

ent.

W
E
 have recognised in representative governm

ent the 

ideal type of the m
ost perfect polity, for w

hich, in 

consequence, any portion of m
ankind are better adapted 

in proportion to their degree of general im
provem

ent.

C
 10-20

～

D
 1-2

〔
⑤

〕
W

hat are the proper functions of representative 

bodies
≒

5
章

　
O

F
 T

H
E

 P
R

O
P

E
R

 F
U

N
C

T
IO

N
S

 O
F
 

R
E
P
R
E
S
E
N
T
A
T
IV

E
 B

O
D
IE

S
.

　
　

In treating of representative governm
ent it is 

necessary alw
ays to keep in view

 the distinction 

betw
een its idea or essence, et the particular form

s in 

w
hich accidental historical developm

ents, or the ideas 

［
???］ at som

e particular period, have clothed that idea.

IN
 treating of representative governm

ent, it is above 

all necessary to keep in view
 the distinction betw

een its 

idea or essence, and the particular form
s in w

hich the 

idea has been clothed by accidental historical 

developm
ents, or by the notions current at som

e 

particular period.

D
 3-18

〔
⑥

〕
O

f the infirm
ities et dangers to w

hich 

representative governm
ent is liable.

≒

6章
　

O
F
 T

H
E
 IN

F
IR

M
IT

IE
S
 A

N
D
 D

A
N
G
E
R
S
 T

O
 

W
H
IC

H
 R

E
P
R
E
S
E
N
T
A
T
IV

E
 G

O
V
E
R
N
M

E
N
T
 IS

 

L
IA

B
L
E
.

　
　

T
he defects of any form

 of governm
ent are either 

negative or positive.

T
H
E
 defects of any form

 of governm
ent m

ay be either 

negative or positive.

一
七
九
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第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
六
二
）

D
 19-20

～

E
 1-13

〔
⑦

〕
O
f T

rue et F
alse D

em
ocracy; the representative 

of all, et the representative of the m
ajority only.

≒
7章

　
O

F
 T

R
U

E
 A

N
D

 F
A

L
S
E

 D
E

M
O

C
R

A
C

Y
; 

R
E

P
R

E
S

E
N

T
A

T
I
O

N
 
O

F
 
A

L
L

, 
A

N
D
 

R
E
P
R
E
S
E
N
T
A
T
IO

N
 O

F
 T

H
E
 M

A
JO

R
IT

Y
 O

N
L
Y
.

　
　

It has been seen, that the dangers incident to a 
representative dem

ocracy are of tw
o kinds; danger of a 

low
 standard of intelligence in the representative body, 

et in the popular opinion w
hich controls it; et danger of 

class legislation on the part of the num
erical m

ajority, 
these being all com

posed of the sam
e class.

≒

IT
 has been seen, that the dangers incident to a 

representative dem
ocracy are of tw

o kinds: danger of a 
low

 grade of intelligence in the representative body, 
and in the popular opinion w

hich controls it; and danger 
of class legislation on the part of the num

erical 
m
ajority, these being all com

posed of the sam
e class.

E
 14-20
～

F
 1-11

〔
⑧

〕
O
f the extension of the suff rage.

＝
8章

　
O
F
 T

H
E
 E

X
T
E
N
S
IO

N
 O

F
 T

H
E
 S

U
F
F
R
A
G
E
.

　
　

A
 representative dem

ocracy such as has been now
 

sketched, or dem
ocracy representative of all, et not 

solely of the m
ajority, or dem

ocracy in w
hich the 

interests, the opinions, the grades of intellect w
hich are 

outnum
bered, w

ould nevertheless be heard, ...

S
U
C
H
 a representative dem

ocracy as has now
 been 

sketched, representative of all, and not solely of the 
m
ajority̶

in w
hich the interests, the opinions, the 

grades of intellect w
hich are outnum

bered w
ould 

nevertheless be heard, ...

F
 12-20
～G
 1

〔
⑨

〕
O
f the m

ode of voting
＝

10章
　

O
F
 T

H
E
 M

O
D
E
 O

F
 V

O
T
IN

G
.

　
　

T
he question of greatest m

om
ent w

hich arises 
respecting the m

odes of voting, is that of secresy or 
publicity; et to this w

e w
ill in the fi rst instance address 

ourselves.

T
H
E
 question of greatest m

om
ent in regard to m

odes of 
voting, is that of secresy or publicity; and to this w

e 
w
ill at once address ourselves.

G
 2-11

〔
⑩

〕
O
f the duration of P

arliam
ents

＝
11章

　
O
F
 T

H
E
 D

U
R
A
T
IO

N
 O

F
 P

A
R
L
IA

M
E
N
T
S
.

　
　

A
fter how

 long a period should m
em

bers of 
P
arliam

ent be subject to reelection ?
≒

A
F
T
E
R
 how

 long a term
 should m

em
bers of parliam

ent 
be subject to reelection ?

一
八
〇



Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
六
三
）

G
 12-20
～

H
 1-3

〔
⑪

〕
O
f local representative bodies.

＝
15章

　
O
F
 L

O
C
A
L
 R

E
P
R
E
S
E
N
T
A
T
IV

E
 B

O
D
IE

S
.

　
　

It is but a sm
all part of the public business of a 

country w
hich can be w

ell done, or safely attem
pted, by 

the central governm
ent; et even in our ow

n governm
ent, 

the least centralized in E
urope, the legislative portion 

at least of the governing body concerns itself far too 
m
uch w

ith the details of local affairs, et em
ploys the 

suprem
e pow

er of the state in cutting sm
all knots w

hich 
there ought to be regularly appreciated m

eans of 
untying.

IT
 is but a sm

all portion of the public business of a 
country, w

hich can be w
ell done, or safely attem

pted, by 
the central authorities; and even in our ow

n 
governm

ent, the least centralized in E
urope, the 

legislative portion at least of the governing body busies 
itself far too m

uch w
ith local affairs, em

ploying the 
suprem

e pow
er of the S

tate in cutting sm
all knots 

w
hich there ought to be other and better m

eans of 
untying.

13章
　

O
F
 A

 S
E
C
O
N
D
 C

H
A
M

B
E
R
.

O
F
 all topics relating to the theory of representative 

governm
ent, none have been the subject of m

ore 
discussion, especially on the C

ontinent, than w
hat is 

know
n as the question of the T

w
o C

ham
bers.

H
 4-17

〔
⑫

〕
O
f the E

xecutive in a representative governm
ent

＝
1

4
章

　
O

F
 
T

H
E

 
E

X
E

C
U

T
I
V

E
 
I
N

 
A
 

R
E
P
R
E
S
E
N
T
A
T
IV

E
 G

O
V
E
R
N
M

E
N
T
.

　
　

It w
ould be quite needless, in a treatise like this, 

to ［
???］ into any discussion of the diff erent departm

ents 
or branches into w

hich the executive part of the 
governm

ent should be divided.

IT
 w

ould be out of place, in this treatise, to discuss the 
question into w

hat departm
ents or branches the 

executive business of governm
ent m

ay m
ost conveniently 

be divided.

一
八
一
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五
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巻
第
二
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（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
六
四
）

H
 18-20
～I 1-6

〔
⑬

〕
O
f N

ationality, as connected w
ith R

epresentative 
G
overnm

ent
＝

16章
　

O
F
 N

A
T
IO

N
A
L
IT

Y
, A

S
 C

O
N
N
E
C
T
E
D
 W

IT
H
 

R
E
P
R
E
S
E
N
T
A
T
IV

E
 G

O
V
E
R
N
M

E
N
T
.

　
　

A
ny body of persons m

ay be said to constitute a 
N
ationality, if they are united am

ong them
selves by 

com
m
on sym

pathies, such as do not exist betw
een them

 
et any others, ...

A
 P

O
R
T
IO

N
 of m

ankind m
ay be said to constitute a 

N
ationality, if they are united am

ong them
selves by 

com
m
on sym

pathies, w
hich do not exist betw

een them
 

and any others ̶
 ...

I 7-17

〔
⑭

〕
O
f F

ederal R
epresentative G

overnm
ents

＝
1
7
章

　
O

F
 F

E
D

E
R

A
L

 R
E

P
R

E
S

E
N

T
A

T
IV

E
 

G
O
V
E
R
N
M

E
N
T
S
.

　
　

P
ortions of m

ankind w
ho are not fitted, or not 

inclined, to live under the sam
e internal governm

ent, 
m
ay often w

ith advantage be federally united, as to 
their relations w

ith foreigners: both to prevent w
ars 

am
ong them

selves, and for the sake of m
ore eff ectually 

defending them
selves from

 the aggression of m
ore 

pow
erful S

tates.

P
O
R
T
IO

N
S
 of m

ankind w
ho are not fitted, or not 

disposed, to live under the sam
e internal governm

ent, 
m
ay often w

ith advantage be federally united, as to 
their relations w

ith foreigners: both to prevent w
ars 

am
ong them

selves, and for the sake of m
ore effectual 

protection against the aggression of pow
erful S

tates.

I 18-20
～

J 1-12

〔
⑮

〕
O
f the governm

ent of dependencies by a free state
＝

1
8

章
　

O
F

 
T

H
E

 
G

O
V

E
R

N
M

E
N

T
 
O

F
 

D
E
P
E
N
D
E
N
C
IE

S
 B

Y
 A

 F
R
E
E
 S

T
A
T
E
.

　
　

F
ree states like any others m

ay have dependencies, 
obtained either by conquest or by colonization, et our 
ow

n is the m
ost ［

striking ?］ of all cases in ［
past ?］

.

F
R

E
E

 S
tates, like all others, m

ay possess 
dependencies, acquired either by conquest or by 
colonization; and our ow

n is the greatest instance of the 
kind in m

odern history.

一
八
二



Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
六
五
）

こ
の
対
照
表
か
ら
次
の
こ
と
が
言
え
る
。

①
前
半
の
一
章
か
ら
八
章
ま
で
は
、
章
配
列
（
順
番
）
が
同
じ
で
あ
る
。

②
一
章
か
ら
八
章
ま
で
の
章
題
は
同
じ
か
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

③
初
版
の
九
章
以
降
は
、
章
配
列
が
自
筆
草
稿
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
十
三
章　

第
二
院
に
つ
い
て
」（O

F
 A

 S
E
C
O
N
D
 

C
H
A
M

B
E
R

）
が
、
新
た
に
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
筆
草
稿
の
章
構
成
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。

J 13-19

〔
⑯

〕
S
hould there be tw

o stages of election ?
＝

9章
　

S
H
O

U
L
D

 T
H
E
R
E
 B

E
 T

W
O

 S
T
A

G
E
S
 O

F
 

E
L
E
C
T
IO

N
 ?

　
　

In som
e representative constitutions the ［

course ?］ 
has been adopted of choosing the m

em
bers of the 

representative body by a double process, the prim
ary 

electors only electing other electors, et these again 
electing m

em
ber of parliam

ent.

≒

IN
 som

e representative constitutions, the plan has been 
adopted of choosing the m

em
bers of the representative 

body by a double process, the prim
ary electors only 

choosing other electors, and these electing the m
em

ber 
of parliam

ent.

J 20
～

K
 1-12

〔
⑰

〕
O
ught pledges to be required from

 m
em

bers of 
parliam

ent ?
＝

12章
　

O
U

G
H
T
 P

L
E
D

G
E
S
 T

O
 B

E
 R

E
Q

U
IR

E
D
 

F
R
O
M

 M
E
M

B
E
R
S
 O

F
 P

A
R
L
IA

M
E
N
T
 ?

　
　

S
hould a m

em
ber of the legislature be bound by 

the instructions of his constituents?
＝

S
H
O
U
L
D
 a m

em
ber of the legislature be bound by the 

instructions of his constituents?

K
 14

P
reface

P
R
E
F
A
C
E

　
　

T
hose w

ho have done m
e the honour of reading m

y 
form

er w
ritings, w

ill perhaps receive no very strong 
im

pression of novelty from
 the present: ...

T
H
O
S
E
 w

ho have done m
e the honour of reading m

y 
previous w

ritings, w
ill probably receive no strong 

im
pression of novelty from

 the present volum
e; ...
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
六
六
）

④
各
章
の
冒
頭
本
文
は
、
同
じ
も
の
も
あ
る
が
、
多
少
と
も
部
分
的
に
異
な
っ
て
い
る
。

⑤
自
筆
草
稿
で
は
末
尾
に
あ
っ
た
序
が
、
先
頭
へ
移
さ
れ
て
い
る
。

4　

お
わ
り
に

ミ
ル
が
存
命
中
、『
代
議
政
治
論
』
は
次
の
版
五
つ
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

（
一
）
初
版

M
ill, John S

tuart. 1861. C
on

sid
eration

s on
 R

epresen
tative G

overn
m

en
t. L

ondon: P
arker, S

on, and B
ourn, 

W
est S

trand.

（
二
）
第
二
版

M
ill, John S

tuart. 1861. C
on

sid
eration

s on
 R

epresen
tative G

overn
m

en
t. L

ondon: P
arker, S

on, and B
ourn, 

W
est S

trand. S
econd E

dition.

（
三
）
第
三
版

M
ill, John S

tuart. 1865. C
on

sid
eration

s on
 R

epresen
tative G

overn
m

en
t. L

ondon: L
ongm

an, G
reen, L

ongm
an, 

R
oberts &

 G
reen. T

hird E
dition.

（
四
）
民
衆
版 

（P
eople's E

dition

）

M
ill, John S

tuart. 1865. C
on

sid
eration

s on
 R

epresen
tative G

overn
m

en
t. L

ondon: L
ongm

an, G
reen, L

ongm
an, 

R
oberts and G

reen. P
eople's E

dition.

一
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Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
六
七
）

（
五
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
版

M
ill, John S

tuart. 1862. C
on

sid
eration

s on
 R

epresen
tative G

overn
m

en
t. N

ew
 Y

ork: H
arper &

 B
rothers, 

P
ublishers, F

ranklin S
quare.

『
ミ
ル
全
集
』
第
十
九
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
代
議
政
治
論
』
は
、（
五
）
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
版

（
8
）

が
言
及
さ
れ
ず
に
、
編
纂
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
ロ
ブ
ソ
ン
に
よ
る
と
、
ま
ず
一
八
六
一
年
に
初
版
が
刊
行
さ
れ
る
。
こ
れ
は
売
れ
行
き
が
良
く
て
、
同
年
に
す
ぐ
に
第

二
版
が
刊
行
さ
れ
る
。
第
二
版
で
は
改
訂
が
行
わ
れ
て
、
第
十
四
章
に
は
「
注
記
」（note

）
を
、
そ
し
て
第
七
章
〔
の
終
わ
り
部
分
〕
に

は
ト
マ
ス
・
ヘ
ア
ー
（T

hom
as H

are

）
の
選
挙
改
革
論
を
擁
護
す
る
ペ
ー
ジ
を
付
け
加
え
て
い
る
。
そ
の
後
三
年
を
か
け
て
一
八
六
四
年

ま
で
に
第
三
版
の
準
備
が
行
わ
れ
て
、
一
八
六
五
年
に
第
三
版
が
刊
行
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
第
三
版
（L

ibrary edition

）
を
基
に
し

て
廉
価
版
と
も
い
う
べ
き
民
衆
版
（P

eople's E
dition

）
が
刊
行
さ
れ
た
、
と
い
う
（C

f., R
obson, C

W
. X

V
III. T

extual introduction. 

lxxxvii-lxxxix. C
W

. X
IX

. A
ppendix E

. p.658. （
9
）

）。

自
筆
草
稿
と
初
版
と
の
間
に
大
き
な
相
違
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
今
、『
代
議
政
治
論
』
の
成
立
過
程
お
よ
び
そ

の
後
の
発
展
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
自
筆
草
稿
と
各
版
と
の
校
合
が
、
あ
ら
た
め
て
最
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

注（
1
） 

こ
の
図
録
は
、http://w

w
w
.law

.nihon-u.ac.jp/library/125th.htm
l

で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
2
） 

著
名
学
者
書
簡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（T

he fam
ous scholar's letter collection

）
は
、http://w

w
w
.law

.nihon-u.ac.jp/library/collection.

htm
l

で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
川
又
祐
他
全
五
人
が
、
平
成
二
六
年
度
日
本
大
学
法
学
部
学
術
研
究
費
（
共
同
研
究
費
）
の
助
成
を
受
け

一
八
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
六
八
）

て
行
わ
れ
た
共
同
研
究
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
経
済
思
想
の
系
譜

―
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵H

. G
rotius

、D
. H

um
e

お
よ
びJ.S

.M
ill

の

書
簡
を
中
心
と
し
て
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
3
） John M

. R
obson 

（G
eneral E

ditor

）: C
ollected

 W
orks of Joh

n
 S

tu
art M

ill. U
niversity of T

oronto P
ress. T

oronto and 

B
uff alo: R

outledge &
 K

egan P
aul.　

本
稿
で
は
『
ミ
ル
全
集
』
を
、C

W

と
略
す
。

（
4
） C

all N
o.: M

ill 1. R
ecord ID

: 132741. http://corsair.them
organ.org/cgi-bin/P

w
ebrecon.cgi?B

B
ID

=132741

（
5
） C

all N
o.: M

ill 2-4 R
ecord ID

: 132676 

http://corsair.them
organ.org/cgi-bin/P

w
ebrecon.cgi?B

B
ID

=132676

（
6
） 

ロ
ブ
ソ
ン
は
一
九
七
九
年
十
二
月
四
日
の
文
書
で
、
自
筆
草
稿
は
「
お
そ
ら
く
は
後
日
、
綴
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
Ｈ
帖
第
四
葉
、
本
文
上
か
ら
二
行
目
末
に
あ
る'w

hich'

の
最
後
の'h'

が
、
次
の
第
五
葉
に
も
は
み
出
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ミ
ル
は
、
用
紙
を
糸
綴
じ
に
し
て
冊
子
体
に
し
て
か
ら
本
文
を
書
い
て
い
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

（
7
） 

注
（
2
）
を
参
照
せ
よ
。
本
学
図
書
館
は
、
ミ
ル
の
書
簡
類
を
ウ
ェ
ブ
で
公
開
し
て
い
る
。

（
8
） 

『
代
議
政
治
論
』
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
版
に
つ
い
て
、
そ
の
出
版
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
ミ
ル
『
自
伝
』
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
版
に
つ
い
て
の

言
及
が
な
い
（C

W
. I. 265, 272. 

朱
牟
田
訳
、
二
三
九
、
二
四
〇
│
二
四
一
頁
）。

（
9
） 

ロ
ブ
ソ
ン
は
こ
こ
で
、『
代
議
政
治
論
』
初
版
、
第
二
版
、
第
三
版
を
、L

ibrary edition

と
呼
ん
で
、
民
衆
版
（P

eople's E
dition

）
と
区

別
し
て
い
る
（
ロ
ブ
ソ
ン
の
一
九
七
九
年
十
二
月
四
日
の
文
書
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
）。
ロ
ブ
ソ
ン
は
、『
ミ
ル
全
集
』
に
収
録
す
る
際
、
本
来

で
あ
れ
ば
、
ミ
ル
存
命
中
の
最
後
の
版
す
な
わ
ち
、
第
三
版
（L

ibrary edition

）
で
は
な
く
、
民
衆
版
（P

eople's E
dition

）
を
底
本
に
す
べ

き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
民
衆
版
（P

eople's E
dition

）
に
は
「
原
文
の
信
頼
性
」（textual authority

）
に
つ
い
て
異
論
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
ロ
ブ
ソ
ン
は
、
あ
え
て
第
三
版
（L

ibrary edition

）
を
底
本
に
採
用
し
て
い
る
。

参
考
文
献

川
又
祐
「
ホ
ッ
ブ
ズ
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
初
版H

ead

版
（
一
六
五
一
年
）
の
異
刷
に
つ
い
て
」『
政
経
研
究
』
五
一
（
一
）、
二
〇
一
四
年
、
三
一

一
八
六



Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
六
九
）

│
四
八
貢
、
参
照
。

川
又
祐
、
江
島
泰
子
、
藤
原
孝
、
山
口
正
春
、T

h. L
ockley

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
経
済
思
想
の
系
譜

―
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵H

. 

G
rotius

、D
. H

um
e

お
よ
びJ.S

.M
ill

の
書
簡
を
中
心
と
し
て
』、
二
〇
一
五
年
（
非
売
品
）。

日
本
大
学
法
学
部
図
書
委
員
会
『
日
本
大
学
法
学
部
創
設
百
二
十
五
周
年
記
念
特
別
展
示
会
図
録
』、
二
〇
一
四
年
（
非
売
品
）。
こ
の
図
録
は
、
ウ
ェ

ブ
で
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
（
二
〇
一
五
年
五
月
現
在
）。http://w
w
w
.law

.nihon-u.ac.jp/library/125th.htm
l

N
orm

an, Jerem
y M

. 1980: T
w

elve M
an

u
scripts. C

atalogue E
ight. Jerem

y N
orm

an &
 C

o., Inc. S
an F

rancisco. 

こ
の
カ
タ
ロ
グ
は
、

ウ
ェ
ブ
で
も
閲
覧
で
き
る
（
二
〇
一
五
年
五
月
現
在
）。http://w

w
w
.historyofi nform

ation.com
/expanded.php?id=4398

﹇John S
tuart M

ill

﹈ ﹇1860
﹈: 
﹇C

onsiderations on representative governm
ent

﹈﹇m
anuscript

﹈ 

日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵

M
ill, John S

tuart. 1861: C
on

sid
eration

s on
 R

epresen
tative G

overn
m

en
t. L

ondon: P
arker, S

on, and B
ourn, W

est S
trand.

M
ill, John S

tuart. 1861. C
on

sid
eration

s on
 R

epresen
tative G

overn
m

en
t. John M

. R
obson 

（G
eneral E

ditor

）: C
ollected

 W
orks of 

Joh
n

 S
tu

art M
ill. E

ssays on
 P

olitics an
d

 S
ociety. V

ol. X
IX

. 1977. U
niversity of T

oronto P
ress. T

oronto and B
uff alo: 

R
outledge &

 K
egan P

aul.　

本
稿
で
は
『
ミ
ル
全
集
』
を
、C

W

と
略
す
。

M
ill, John S

tuart. 1873: A
u

tobiograph
y. L

ondon: L
ongm

ans, G
reen, R

eader, and D
yer. C

W
. I. A

u
tobiograph

y an
d

 L
iterary 

E
ssays. 1981. 

朱
牟
田
夏
雄
『
ミ
ル
自
伝
』
岩
波
文
庫
、
一
九
六
〇
年
。
山
下
重
一
『
ミ
ル
自
伝
初
期
草
稿
』
お
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
二
年
。

R
obson, John M

. 1977: T
extual Introduction. C

W
. X

V
III. E

ssays on
 P

olitics an
d

 S
ociety.

John S
tuart M

ill's A
utographed D

raft M
anuscript C

onsiderations on R
epresentative G

overnm
ent in the N

ihon U
niversity 

C
ollege of Law

 Library

P
rofessor H

iroshi K
aw

am
ata, N

ihon U
niversity C

ollege of L
aw

一
八
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
七
〇
）

N
ihon U

niversity C
ollege of L

aw
 library houses a J. S

. M
ill's autographed draft m

anuscript of ‘C
onsiderations on R

epresentative 

G
overnm

ent’. It has 11 quires 

（A
 to K

） probably w
ritten in 1860. T

his m
anuscript is a signifi cant and im

portant cultural and 

political property, w
hich has had m

ajor ram
ifi cations for governm

ent and social system
s around the w

orld to this day.

S
o far, I have com

pared only the titles and ordering of the chapters of this draft m
anuscript w

ith that of the fi rst published 

edition of 1861. T
his initial research has fascinatingly revealed that there are m

any diff erences betw
een them

, w
hich leads m

e to 

conclude that w
e need to m

ake a fuller com
parison betw

een this draft m
anuscript and later editions of ‘C

onsiderations on 

R
epresentative G

overnm
ent’ as soon as possible.

一
八
八
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